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平成１９年度中に改定予定の新・学習指導要領では，小学校英語が必修化される見通しとなっている。本研究グルー
プは，小学校英語の必修化を見据え，小・中・高一貫型の語彙指導シラバスの開発を行ってきた。本研究は一連の開
発研究の一部をなすものである。日本の学校英語教科書は，問題点として，日常生活語彙の不足が指摘されてきた。
そのような現状に鑑み，我々はこれまでに小学生用の「生活語彙カルタ」を開発した。ここでは，小・中・高一貫型
の語彙指導シラバスの構成要素である中・高生用の「生活語彙カルタ」を開発した。指導語彙の選定はコーパス言語
学の手法を用いて客観的に選定した。本教材は，多様なヒントが準備された「読札」，美しい写真と付加的言語情報
のある「絵札」が特徴である。作成した教材は高校の英語授業で試用した。語彙テストの結果から生活語彙の指導に
効果があったこと，質問紙調査から学習者がカルタ活動を楽しんでいたことが確認された。

English textbooks used in Japanese junior and senior high schools lack sufficient daily life vocabulary; words
such as faucet, thermometer and crosswalk . In this study‘karuta’, a traditional Japanese card game, was devel-
oped to teach daily life vocabulary to Japanese junior high school and senior high school students. The target
words for our karuta were statistically selected based on corpus linguistics techniques. The karuta cards are made
up of two types: picture cards（e―fuda）and reading cards（yomi―fuda）. Both cards produced in this study are dif-
ferent from ordinary ones. The‘reading cards’include hints about the target word such as its shape, color, size,
usage, environment, habitat, etc. Students listen to these hints read one after another by their instructor and
quickly choose the corresponding picture card from an array of cards in front of them. Thanks to the large num-
ber and extensive variety of hints listed on the reading cards, the karuta can be used with students of different
English levels and different cognitive abilities. In addition, the picture cards provide beautiful photos taken by pro-
fessional photographers. The photos clearly indicate the objects and ideas that a target word refers to. It was ex-
pected that these cards would help students understand the meaning of the words and motivate them to learn
more vocabulary. The karuta developed was used at high school and its efficacy was measured. The result of a
word test showed that the students learned a significant amount of daily life vocabulary. The result of a question-
naire revealed that they had enjoyed the activities using karuta cards. Based on these results we concluded that
students benefited from the karuta activity that provided an opportunity for exposure to English while lowering
their affective filter.

キーワード：生活語彙（daily life vocabulary） 英語カルタ（English‘karuta’cards）
語彙選定（vocabulary selection）

１．小・中・高・大一貫型語彙指導の構想

世界の多くの国々では，グローバル化の進展に対応す
るため，外国語教育の強化，早期化が進んでいる（大谷，
２００６）。日本でも「英語が使える日本人育成のための行
動計画」（文部科学省，２００３）に見られるように，英語
教育改善のための試みがなされている。しかし，諸外国

と比べると抜本的な改革とはなっていないのが現状であ
る（樋口・泉・衣笠他，２００５；小池，２００６）。
樋口（２００５）は，日本の外国語教育改革が遅れている

原因のひとつに，小・中・高に一貫するナショナル・シ
ラバスの欠如があるとしている（p.２３７）。日本と同様
のEFL（English as a Foreign Language：外国語とし
ての英語）環境にある東アジア諸国では，政府によって
到達目標が明確に設定され，それを達成するための小・
中・高一貫型のナショナル・シラバスが構築されている
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（文部科学省教育課程部会配布資料，２００４；２００５）。
一方，Wilkins（１９７２）が“While without grammar

very little can be conveyed, without vocabulary noth-
ing can be conveyed”（p.１１１）と指摘するように，語
彙力はコミュニケーションの基盤である（Krashen &
Terrell,１９８３; McCarthy,１９９０; Coady,１９９７; Thornbury,
２００２; Folse,２００４）。そのため各国のナショナル・シラバ
スにおいて，文法と並んで，英語の基礎学力の要である
語彙は重要項目のひとつとなっている。
そこで，本研究グループは，ナショナル・シラバスの

重要な構成要素のひとつであり，コミュニケーション能
力の基礎である語彙に関して，小・中・高さらに大学ま
での連続性に配慮した系統的な「一貫型語彙シラバス」
の開発を試みてきた。
本節では，我々が取り組んできた「一貫型語彙シラバ

ス」の開発について，語彙数と語彙選定の観点から述べる。

１．１ 語彙数
樋口・田邉・衣笠他（２００５）は一貫的なナショナル・

シラバスの開発には，「学習目的や学習負担を考慮し，
小・中・高各段階で扱う語彙数を決定することが大切で
ある」と指摘する（p.１２８）。そこで，我々は一貫型語
彙シラバスの作成の第一歩として，どの段階で，どのく
らいの数の語彙を指導するかという「語彙数」の枠組か
ら，語彙指導の連続性の構想を立てた。まず，日常生活
を過ごすには，単語の基底形（base form）で数えて，
７，０００～８，０００語が必要と言われることから（中條・竹蓋，
１９９４；竹蓋，２０００），日本人英語学習者が目標とする学
習語彙数を８，０００語とした。次に，どの段階で，どのく
らいの数の語を指導するかを検討した。その結果をまと
めたものが図１である。
小学校における学習語彙数は竹蓋・水光（２００５），樋

口・田邉・衣笠他（２００５），山田（２００７）など多くの研
究者が目安としてあげている５００語とした。この数は東
アジアの小学校の指導語彙と比較しても妥当な数と言え

よう。
中学校の学習語彙数は，１９７０年代以降に告示された

『中学校学習指導要領』によると，教科書で学習する語
数は９００語～１，０５０語（１９７７年告示），１，０００語（１９８８年告
示），９００語（１９９８年告示）と，およそ１，０００語を中心に
推移している。このことから，中学校での学習語彙数は
１，０００語が妥当であろうと考えた。
高等学校についても同様に，１９７０年代以降に告示され

た『高等学校学習指導要領』によると，「中学校＋高等
学校」の学習語彙数は２，３００語～２，９５０語（１９７７／７８年告
示），２，９００語（１９８９年告示），２，７００語（１９９８／１９９９年告
示）である（長谷川・中條，２００４）。このことから，中・
高の学習語彙の合計は，３，０００語程度が妥当であろうと
考えて，中学校の１，０００語を差し引いた２，０００語を高校の
学習語彙数とした。なお，高校までに学ぶ３，０００語のう
ち，２，０００語は受容語彙にとどまらず，発信語彙のレベ
ルにまで高めたい語彙と考える（三浦，１９７３：竹蓋，
１９８２）。
そして８，０００語に足りない語数を大学・教養課程，大

学・専門課程，大学院・社会人で１，５００語ずつ増強する
ようにした。そしてこれらの語彙は，図１のイラストが
示すように，語彙の繰り返し提示と反復学習を交えなが
らスパイラルに学習できるように言語材料に組み込みた
いと考えている。
このようにして「語彙数」の枠組が決まると，次に，

検討が必要となるのは，実際にどのような語彙を指導す
るかという語彙選定の問題である。「語彙選定には明確
な基準が必要である」と言われることから（Schmitt，
２０００），教材作成の際の語彙選定の参考資料となるよう
な言語資料を作成する必要があると考えた。そこで，図
１の構想を具体化するために，「言語材料の収集」を行
い，続いて「語彙選定」の作業に取り組んだ。

１．２ 語彙選定
本研究グループは，２０年以上をかけて，各種言語材料

のコーパスを構築し，統計的な基準に基づいて語彙リス
トを作成してきた。これまでに行った語彙選定研究の成
果をまとめたものが表１である。
はじめに，中学校と高校の教科書語彙を調査した。我

が国の英語教育の基盤は中・高の英語教科書にあると考
えたためである。まず，中・高英語教科書コーパスを作
成して中・高英語教育の中核的語彙となる「中学校・基
礎語彙」「高校・基礎語彙」を選定した（表１上から３，

図１ 語彙指導：語彙数の枠組

表１ 作成した語彙リストと語彙指導教材
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４行目）。基礎語彙選定の理由は，現行の平成１０年版の
中学校学習指導要領では，従来あった４９０語，あるいは
５０７語といったいわゆる必修語が１００語に減じ，どのよう
な語が重要で，どのような語が偶然に出現した語なのか
という判断が難しくなったため独自に基礎語彙を選定し
て判断基準を設ける必要があったからである。
「基礎語彙」の選定には，中学校検定教科書６シリー
ズ１８冊，高校検定教科書１６シリーズ４８冊から英語教科書
コーパスを作成し，ある特定の語が何種類の教科書に出
現するかという「レンジ」と呼ばれる統計的指標を用い
て，それぞれ５５２語と１，０８９語からなる「中学校・基礎語
彙」「高校・基礎語彙」を選定した（中條・西垣・吉森
他，２００７）。これらの「基礎語彙」は発信語彙として使
えるように定着させたい最小限の語彙と考える。
図１で指摘した中学校で指導する１，０００語，高等学校

で指導する２，０００語は「中学校・基礎語彙」「高校・基礎
語彙」を基盤とした上で，今後，開発・提案したいと考
えている。また，その際には，図１右に示したスパイラ
ルな語彙の繰り返し提示と反復指導についても考えたい。
一方，中・高の英語教科書の問題点として，「生活語

彙が不足する」ことがこれまで繰り返し指摘されてきた
（山家，１９６６；堀内，１９７６；松原，１９８７；鶴田，１９９１；
毛利，２００４）。実際に，教科書語彙が生活用語をどれだ
けカバーしているかという「カバー率」を調査した結果
においても，生活語彙に対する教科書英語のカバー率の
低さが確認されている（中條・長谷川・竹蓋，１９９３；長
谷川・中條，２００４）。
文部科学省（２００１）は，小学校英語では，「子どもの

日常生活の中の身近な英語を扱うことに重点をおく」（p.
３）という指針を示している。したがって，生活語彙の
不足は，地域や学校によってバラつきがあるものの，
２００２年に開始した小学校英語によって徐々に緩和されつ
つあると考える。また，今後の小学校英語の必修化に
よって，さらに改善の方向に向かうことが期待される。
そこで，小学生に習得させたい生活語彙の目安が必要

になると考え，海外で出版された英語絵辞書２０冊の語彙
とWeb上で公開されている子ども話しことばコーパス
等の言語材料を統合して生活語彙を収集し，子どもの語
彙の特徴度を示す統計的指標値を算出して，指標値の上
位から順に並べた「生活語彙リスト」を作成した（Chujo,
Nishigaki，２００４; Chujo, Nishigaki, Utiyama，２００５）。そ
してリスト上位から５００語を「小学校・生活基礎語彙」（表
１上から２行目）として選定した（西垣・中條・樫村，
２００７a）。
大学生用の指導語彙には，教養課程の履修に必要な一

般学術英語（English for General Academic Purposes:
EGAP）の語彙，さらに専門課程で必要となる「科学」
「ビジネス」という特別な目的のための英語（English for
Specific Purposes: ESP）の語彙を順次選定した（表１
下から１，２行目）。
語彙は重要な指導項目のひとつである。したがって表

１に示した語彙リストを参考にしながら，目の前の学習
者の英語力レベル，興味・関心などを考慮して語彙を選
定すれば，学習効率の高い教材を作成できると考える。
本研究グループは表１に示した語彙リストを元に，そ

れを学習するための教材も合わせて開発してきた。それ
をまとめたものが表１右欄である。作成した教材には，
CALL教材，Web教材，カルタ教材，プリント教材など
がある。以下，本稿では，図１のうち，生活語彙に主眼
を置いて小・中・高の連続性に焦点を絞って考察する。

１．３ 中・高生のための生活語彙
「英語が使える日本人の育成」という国家的目標を達
成するために，図１の枠組の中で，表１に示した語彙選
定を行った。しかし，学校教育における語彙指導を見る
と，中・高英語教科書は，分野や場面にとらわれない，
汎用性の高い語彙の習得を目指している。そのため，小
学校では生活語彙を学ぶものの，中・高教科書では，生
活語彙の出現頻度は低く，小学校以降の英語教育では生
活語彙の拡大は期待できない。また，小学校で学んだ語
彙が，その後の学習場面に出現しない可能性も高く，連
続性を持たせることも困難であると考えられる。
そこで本研究では，一貫型語彙シラバスの効果を強化

し，中・高英語教科書の問題として指摘され続けてきた
「生活語彙の不足」を補うために，小学校英語との連続
性を考慮に入れた中・高生向けの生活語彙を選定し，そ
の指導教材を開発し，試用実践を行った。
開発した教材は，図１に示した「中学校で習う１，０００

語」「高校で習う２，０００語」の指導に加えて，さらに生活
語彙を補充するという形で行われるものである。
以下では，第２節で中・高生のための生活語彙の選定

について述べる。第３節ではカルタ教材の作成を詳述し，
４節でカルタの試用，５節で試用の結果について報告す
る。６節ではまとめと今後の展望について述べる。

２．中・高生のための生活語彙の選定

２．１ 言語材料
中・高生用生活語彙は，次に示した言語資料に基づい

て選定された。
ａ．英語絵辞書の語彙：
「英語絵辞書には生活語彙が多く含まれる」という報
告があることから，海外絵辞書（計２０冊）を収集した（中
條・西垣・内山他，２００５）。
ｂ．子ども話し言葉の特徴語：
子どもの言語獲得の研究のために構築された

CHILDES（Child Language Data Exchange System）
の中の「話し言葉」をBNC（British National Corpus）
の中の spoken component から得られた「大人の話し言
葉」と比較し，子どもの話し言葉に顕著な特徴語を抽出
した（中條・西垣・内山他，２００６）。
ｃ．小学校英語活動テキスト出現語彙：
中学校検定教科書出版会社が発行する５シリーズ１４種

類の小学校英語活動用テキストとその指導書に出現する
語彙を収集した（中條・西垣・西岡他，２００６）。
ｄ．語彙習得学年レベルの資料：
英語母語話者の子どもがターゲット語を習得する学年

を調査したDale & O’Rourke（１９８１）とHarris & Jacob-
son（１９７２）を参照した。
ｅ．中学校基礎語彙：
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６種の検定教科書中４種以上に出現した語彙を収集し
た（西垣・中條・武内，２００６）。
ｆ．高校基礎語彙：
１６種の検定教科書中１２種以上に出現した語彙を収集し
た（中條・西垣・吉森他，２００７）。

２．２ 語彙選定
２．１に示した言語材料に基づいて，図２に示した手順
にしたがって中・高生のための生活語彙を選定した。
上述の言語材料ａ．とｂ．を統合して子どもの話し言

葉の特徴度の指標値を付加した５，２５９語からなる「生活
語彙リスト」を作成した（Chujo, Nishigaki,２００４; Chujo,
Nishigaki, Utiyama, ２００５）。次にｃ．とｄ．に照らし合
わせた上で，リスト上位５００語より抽出した語彙を「小
学校・生活基礎語彙」とした。続いて，リストの５０１位
以降の語彙からｅ．を引いた残りの２５０語を中学生用の
「中級・生活語彙」とし，さらにそれ以降のリストから
ｆ．を引いた２５０語を高校生用として「上級・生活語彙」
とした。

３．カルタ教材の作成

「小学校・生活基礎語彙」を指導するために，カルタ
教材を作成し，公立小学校で試用したところ，楽しく学
習できること，語彙が定着することが確認された（西
垣・中條・樫村，２００７b）。そこで「中級・生活語彙」「上
級・生活語彙」も，「小学校・生活基礎語彙」の指導形
態に合わせて，カルタ教材を作成することとした。
ゲーム性の高いカルタは，楽しく語彙を学習できる教

材であり，松崎（１９９９），わだ（２００１），匂坂（２００５），
アルクキッズ編集部（２００５），末延（２００６a，b），宋次
（２００６）など多数のカルタがある。したがって，教材と
してのカルタの価値は高く評価されているものと考える。
カルタ教材の利点には�リスニングを重視した活動が

できる，�視覚情報が活用できる，�異文化に触れられ
る，�集団指導にも個別指導にも使える，�低コストで
ある，�持ち運びが容易であるという点がある。
また，今回開発した教材には後述するように，�知的

で楽しい活動ができる，�教科横断的な活動ができる，
	いろいろな学年で使える，
様々な活動に応用して使

えるという特徴を備えている。
カルタの作成は，はじめに，ターゲット語を意味概念

によってグループに分類し，次いで，「絵札」と「読札」
を作成した。以下に詳しく述べる。

３．１ 指導語彙の分類
「中級・生活語彙」「上級・生活語彙」に含まれる全て
のターゲット語は，各語の持つ意味概念にしたがって上
位概念と下位概念を与えて分類した。このような意味概
念による分類は，Longman Lexicon of Contemporary
English （McArthur, １９８１）を参考にし，さらに既に作
成している「小学校・生活基礎語彙」での意味分類と連
続性を持たせながら行った。そのうえで，英語母語話者
の意見を聴取した。上位概念・下位概念によるターゲッ
ト語の分類の例は表２に示した。
意味・概念にしたがって分類するのは，語彙の記憶へ

の負担を軽減させ，学習事項の定着を促進する効果が期
待できるためである。また，教師は単語の選定や配列が
容易になるので，授業計画が立てやすくなる。
「中級・生活語彙」「上級・生活語彙」の合計５００語を
上位概念，下位概念に分類した結果は付録１，付録２に
示した。

図２ 中・高生活語彙の選定

表２ ターゲット語の上位概念・下位概念の例
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３．２ 「絵札」の作成
作成した絵札の例を図３に示した。絵札の中央には

ターゲット語の意味を示す写真，その下には綴りを記し
た。イラストの下には，関連情報としてターゲット語を
含む英語表現を示した。
使用した写真の画像は，比較的低料金で，種類が豊富

で，画像が美しい著作権フリーの写真を提供するshut-
terstock（http:／／www.shutterstock.com／）というサイ
トから購入した。
ターゲット語の関連表現は，米語母語話者の意見や英

英辞典などの情報を総合して決定した。関連表現には
a pair of pliersのような慣用的な表現，push the stroller,
call the waiterのような連語的表現，freshwater aquar-
ium, vet clinicのような複合語があった。このような関
連表現の提示は，応用力の養成をねらったもので，教科
書では学べない生活に密着した英語表現である。
絵札の裏には，図４のようにターゲット語の綴りと

ターゲット語の定義を示した。絵札の裏を利用すると
「読む」「書く」の指導に応用して利用できる。

３．３ 読札の作成
伝統的なカルタゲームは‘Battery！’と読み上げられ

たターゲット語を聞いて絵札を取る，あるいはターゲッ
ト語の定義を聞いて絵札を取ることが多い。今回開発し
たカルタ教材は，読札に書かれたヒントが次々と読まれ
る。したがって，たとえひとつのヒントが聞き取れなく
ても，後に続くヒントを聞いて，聞き取れた断片的な情
報をつなぎあわせて，正解に到達することができる。学
習者はカードを取るために，耳に入る英語を懸命に理解
しようとするので，自然な言語使用の状況が生み出され，

音声英語のインプット量を増やすことができる。
「読札」に載せるヒントは，次のような観点から作成
した。作成した読札の一例は表１に示した。

図３ 絵札の例

図４ 絵札の裏（横にして見た場合）

表３ 読札の例
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「読札」に載せるヒント
○国語科，社会科，家庭科など，教科横断的な情報
○異文化情報
○社会生活上の常識的な情報
○絵札の写真を見てわかるような色，形，大きさなどに
関する情報
読札の左欄には「ヒントの種類」を示した。教師は学

習者の発達段階，英語力レベル，興味・関心を考慮しな
がらヒントを選択して提示することができる。読札の右
欄には「指導記録」欄を設け，既に使ったヒントなどに
印をつけて記録を取れるようにした。
このような読札によって，次のような利点が得られる

と考える。
○リスニングは，絵札を取るための手段であるため，無
意識のうちに英語を聞き取る

○音声重視の活動が行える
○他教科での既習事項の知識を活用できるので，教科横
断的指導ができる

○知的で楽しい活動が行える
○ヒントを選んで使えるので，学習者の発達レベルや英
語力レベルに応じた指導ができる

○たくさんのヒントの中から異なるヒントを選んで使え
ば，同じ教材を何度でも使える

○絵札の文字情報を利用すると，読む活動，書く活動に
発展させられる

３．４ エクセルを使った絵札の作成
絵札の作成には１）手軽に作成できる，２）修正が容

易である，３）費用がかからない，４）教材の交換，蓄
積，共有ができる等の利点を考えて，Microsoft Excel
を使った。身近なアプリケーションソフトを利用して，
写真印刷紙にカラー印刷をすれば，鮮明で，ある程度耐
久性のある絵札を簡便，かつ安価に作成することができ
る。
印刷の際に「倍率」の設定を変えると，クラス提示用

のＡ４サイズの絵札から，個人，ペア，グループ活動用
の手のひらサイズの絵札まで作ることができる。Excel
を利用して作成した絵札の見本は図５に示した。絵札の
作成方法は以下に示す。
� Excelファイルを開く。ひとつのターゲット語に１

列×６行のセルを使う。行の「高さ」を調整し，図５
のようにカードを８枚並べて，Ａ４サイズの写真印刷
用紙に印刷すると，名刺サイズの絵札が８枚できる

� １行目にはanimal，nature，community，family life，
などの上位概念を入れる

� ２行目には farm animals，zoo animals，marine ani-
mals，birds，insects などの下位概念を入れる

� ３行目は，写真を挿入する
� ４行目にはターゲット語の綴りを入力する
� ５行目，６行目には関連表現を入れる
� 背景の色は，ツールバーの「塗りつぶしの色」を選
んでクリックし，好みの色を選択する

� 印刷して裁断する
図５のような写真の入手が困難な場合には，写真の変

わりに著作権フリーのイラストをウェブサイトからダウ
ンロードするなどできる。Microsoft Excel では，ク
リップアートに種類豊富なイラストがあるので，学習者
の好みを考えて適切なものを選択できる。また，低価格
で写真を提供する素材集も売られている。
以上のようにして作成した絵札を授業で利用する方法

は西垣・中條・樫村（２００７b）に紹介されているので，
参照されたい。

４．カルタの試用

今回，開発したカルタ教材は，英語が苦手で，英語学
習に興味を持つことがあまり期待できない，動機付けの
難しい学習者において効果が高いと考えられた。そこで，
千葉県内の，いわゆる指導困難校と言われる高校におい
て，カルタを試用して授業を行った。試用実践は以下の
ように行われた。
学 習 者：私立高等学校 第１学年（１３名）
授 業：４０分授業×２回（プリ・ポストテスト，質問

紙調査の時間は含まれない）
指 導 者：大学教員
指導語彙：battery，ranch，aquarium，hose，

skyscraper，supermarket，faucet，
crosswalk，thermometer，toolbox （１０語）

評 価：単語テスト，質問紙調査
単語テストは指導の前後にプリテスト，ポストテスト

を行った。両テストには同一のものを使用した。単語テ
ストは１）単語の音声を聞いてその単語が示す対象を１４
枚のイラストの中から選ぶ（１０題），２）単語の定義を
聞いて，その定義に一致するイラストを１４枚の中から選
ぶ（５題）というものであった。質問紙調査には５段階
評価と自由記述の形式があった。ポストテストと質問紙
調査は授業２日後に行われた。

４．１ 活動内容
ここでは，実際に行った学習活動の詳細を述べる。今

回の実践では，学習者の英語力レベルと授業回数を考慮
に入れて「学習目標」を１）英語をたくさん聞く，２）
生活語彙を聞いて理解できるようになる，という２点に
据えた。授業はできるだけ簡単な英語を使って行い，日
本語の使用は補助的なものだった。表４，表５には実際図５ EXCELで作成した絵札の例
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に行った学習活動を示した。
１日目の活動
指導者のあいさつに続いて，「導入」では，ペアになっ

て Who am I？の活動を行った。絵札を机に広げて，写
真を見ればわかるようなヒントを教師が次々と出して，
学習者はカードを取った。例えば，crosswalk であれば，
“You can see black. You can see white. You can see
people. You can see people walking.”というようなヒ
ントを出した。ターゲット語に相当する英語を知らなく
とも，写真を見てカードを取れる。学習者たちはペアに
なり競ってカードを取った。しかし中には，授業開始か
ら机に頭を伏せたままで，興味を示さない学習者もいた。
次のWhat’s on this card？では，Ａ４サイズに印刷し

たカードを使って，ターゲット語の意味と発音を確認し，
確認するたびに，１枚ずつ裏返しにして黒板にランダム
に貼った。ターゲット語を全て学習したところで，絵札
の１枚を指して，“What’s on this card？”と全員に質
問をした。学習者は裏返されたカードが何であったか思
い出して答えた。正解を当てたいために，競って単語を
思い出してはターゲット語を口にして答えていた。学習
者から正解を得られたカードは，おもてにして黒板に
貼った。思い出して答える活動に学習者は関心を示した。
全ての絵札の正解が得られ，全カードがおもて向きに

黒板に貼られたところで，次の Missing Cards のゲー
ムを行った。“Close your eyes.”と指示をして，黒板に
貼られた絵札の位置を変えて，その後，１枚の絵札を隠
した。“Open your eyes.”の合図で学習者は目を開け，
隠された１枚のカードが何であるかを当てた。学習者た
ちは正解するために，単語を熱心に思い出した。以上の
ような活動を行って，１日目の授業を終えた。
２日目の活動
次の日は，最初に What’s on this card？のゲームを

再度行って，単語の復習をした。学習者は正解を当てた
いという思いから，真剣に単語とそれが黒板に貼られた
位置を覚えていた。
次にペアになって Who am I？のゲームをした。教師

は読札を使って，学習者の興味や年齢を考えてヒントを
選んで出した。読札の英語が難しいようであれば，情報
の内容を変えることなく，簡単な英語で言い換えてヒン
トを出した。学習者はヒントを聞いて，競ってカルタを

取った。授業開始直後から机に顔を伏せて授業を拒否し
ていた１人の学習者も，活動ごとに少しずつ頭を上げ，
この活動の頃には，背筋を伸ばして，他の学習者と同じ
ようにカルタ取りをした。
最後の活動では，絵札の裏に印刷された文字情報を活

用した。教師が，絵札の裏に書かれた英文を読みあげ，
学習者は教師の読む英文と一致する英文が書かれた絵札
を取った。例えば，toolbox であれば，絵札に印刷され
ているとおりに，“It is a special box that holds tools.”
と教師が読み，学習者は一致する英文カードを探して
取った。容易な活動のようであるが，１度ではカードを
取れずに，教師が繰り返し英文を読んだ。本実践の学習
者は英文を読むことにあまり慣れていないことが見て取
れたが，この活動ではカードを取りたいために，熱心に
英文を読んでいた。

５．試用の結果

カルタの試用実践には１３名が参加した。授業外の時間
に行ったプリテストとポストテストの両テストを受けた
学習者は１１名であった。評価の分析は１１名の結果をもと
にして行った。

５．１ 単語テスト
実施した単語テストの信頼性を検証するために，プリ

テストとポストテストの相関係数を求めたところ，r
＝．８１であり，信頼性は確認されたものと判断した。
図６には，プリ・ポストの得点の推移を示した。その

結果，学習の前後で６．１点の得点上昇があった。観測数
が１１名と少ないものの，統計的に検定したところ，t
（１０）＝８．９５（p＜．０１）であり，得点上昇は有意なもの
であったことが確認された。学習した単語の約７０％は定
着していたが，一方，約３０％は未習熟に終わった。
語彙の定着には，繰り返しが必要である。動機付けが

高い上級学習者であっても，単語の繰り返し学習は苦痛
であることが多い。したがって，今回のように学習意欲
の低い学習者の場合には，楽しく，繰り返し使っている
うちに，いつの間にか覚えてしまったというような工夫
がさらに必要であろう。今回は聞き取れるようになるこ
とを目標にしたが，今後はカルタを使って「読む」「書

表４ カルタを使った学習活動：１日目

表５ カルタを使った学習活動：２日目

図６ プリ・ポストテストの結果：１５点満点
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表６ ５段階評価の結果

く」の活動も取り入れて，さらに定着を高めるようにし
たい。
授業担当者によると，今回の学習者がテストの平均得

点で７割以上の単語を答えられるようになったことは，
通常の授業の実績に照らし合わせると，高い効果である
ということであった。

５．２ 質問紙調査の結果
５．２．１ ５段階評価
５段階評価の結果を表６に示した。結果を見ると，

「カードはきれいだった」「意味が理解しやすかった」
という項目で評価が高かったことから，写真を使ったカ
ルタは見た目に美しく，関心が持て，意味理解の助けに
なっていたことが推定できた。したがって教材自体は，
学習者の興味を引き出すものであったと考える。
指導については，かなり難易度を下げて活動を行った

が，「自然と単語を覚えられた」「難しさはちょうど良
かった」という項目で，他の項目ほど評価値が高くな
かった。今回の学習者には，さらに時間をかけた丁寧な
指導が必要であることもわかった。
今回は時間的な制限があったことから，聞き取り指導

を中心に行ったが，今後は絵札の文字情報も活用して，
音声で導入し，文字で定着させるような活動を考えたい。

５．２．２ 自由記述
自由記述の回答は，表７に示した。全般的に「カルタ

は楽しかった」という感想が多く，また「通常とは異な
る方法で」単語を覚えたことも良かったと感じられてい
たようである。生活語彙の場合，一般的な語彙に比べて，
音声英語による使用が多くなると考えられる。したがっ
て，カルタの語は，聞いてわかって，会話で使えるレベ
ルまで習得させることは重要であろう。
一方，カタカナで発音を確認したいという感想もあっ

たことから，音声中心の指導では，視覚による確認がで

きないために定着が不確実で，消化不良の学習者がいた
こともわかった。音声英語の習得を目指す場合において
も，英語の文字情報を利用するような「読む」「書く」
の活動も取り入れて，確実な定着をはかり，生活で使え
るレベルの語彙習得をはかりたい。

６．ま と め

平成１９年度に改定予定の新・学習指導要領では，小学
校英語が必修化されようとしている。小学校英語の必修
化を見据え，我々は「一貫型の語彙指導シラバスの開発」
を行ってきた。本研究は，一連の開発研究の成果を教材
化したもので，小学校で学んだ生活語彙を，中・高英語
教育でさらに補充，発展させ，教科書英語に不足する生
活語彙の系統的習得を目指すものであった。
今回開発した教材は，我々が既に開発した「小学生の

ための生活語彙カルタ」の続編である。したがって，小
学生が「小学生のための生活語彙カルタ」を学習したの
ちに，今回開発した中級・上級用生活語彙カルタを使っ
て学習するのもよいであろう。また，中・高生が小学生
用の初級から始めて中級，上級へと進むのもよいであろ
う。このような生活語彙カルタの作成によって，図１，
表１に示した大学を含む「小・中・高・大一貫型」の語
彙指導シラバスの構想がより一層具体化されたものと考
える。
本教材で作成したカルタを高校で試用し，単語テスト

と質問紙調査を用いて効果を確認した。その結果学習困
難校であったにも関わらず，動機付けに効果があり，楽
しく学習ができて，さらに指導語彙が定着していたこと
が判明した。限られた試用ではあったもののカルタ教材
の有効性が確認できたものと考える。
今後は，作成したカルタ教材を年間の授業計画に取り

入れる形でカリキュラムを作成し，指導効果を確認した
い。また，同時に，教材を改良，追加していく予定であ
る。
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上級・生活語彙
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